
Title 況斎と『発心集』
Sub Title
Author 山部, 和喜(Yamabe, Kazuki)

Publisher 慶應義塾大学国文学研究室
Publication

year
1994

Jtitle 三田國文 No.21 (1994. 12) ,p.1- 7 
JaLC DOI 10.14991/002.19941200-0001
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00296083-19941200-0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


況
斎
と

『
発
心
集
』

山

部

和

喜

は
じ
め
に

 

木
村

正
辞

の

「
岡
本

保

孝
翁

略
伝
」

に
よ
れ
ば

、
生
涯

に

「
国
典

凡
百

五
十
種

、
漢
籍

凡

二
百
種

、
釈

書
凡

五
十
種

、
自

余
況
斎

集
若

干
巻

、

又

い
ま
だ

稿
を

脱
せ
ざ

る
も

の
無
慮

百
余

璽

」
と

い
う
膨
大

な
数

の
著

作

を

残

し
た

岡
本
保

孝
況

斎

は
、
安

政

五

(
一
八
五

八
)
年

、

『発

心
集

』

(
以

下

『集

』

と
略

す
)

に
関

す

る

『
発
心

集
考

』

(以
下

『考

』

と
略

す

)

を
著
し

た
。

そ

の
自

筆
稿

本

は
、

現
在
静

嘉
堂
文

庫

(況
斎
雑

著
第

一
〇

〇

冊
)

に
蔵

さ
れ

る
が
、

そ

の
わ
ず

か
墨

付

二
十

五
丁

の
内

に
も
、

安
政

五
年

の
後

に
何

度

か

の
増

訂

が
な

さ
れ
た

形
跡

を
残

し
、
保
孝

の
学
問

の

一
端
を

か

い
ま
見

せ
る
。

決

し

て
大

部

の
著
作
物

と

は

い
え
な

い
が
、
近

世

の

『
集
』
全

体

に
対
す

る

「
唯

一
の
研
究

書

で
あ

る
」

こ
と
、
後

年
大

正

か
ら

昭
和

の
初
年

に
か
け

て
、
偽

作

で
は
な

い
か
と
し

て
種

々
論

議

さ

れ
た

『
集
』
内

の
諸

点

に

つ
き
、

そ

の
遙

か
以
前

に
既

に
言

及

し

て
い
る

こ
と
等

、
そ

の
価

値

は

い
ま

だ

に
看

過

で
き
な

い
も
の
が

あ
る

と
考
え

る
。

 

ま
た
、
非
常

に
広

範

な
漢
籍

・
国
書

を
研
究

し
数
多

く

の
著
作

を
残

し

た
保

孝

だ
が

、
彼

自
身

に

と

っ
て
も
、

『集

』

は
単

な

る

一
研

究
対

象

と

い
う

以
上

の
も

の
が

あ

っ
た
と
思

わ

れ
る
。
況

斎

・
麻

志

天

之
屋

(ま

し

て

の
や
)

と

い
う
号

が
、
実

は

こ
の

『集

』
中

に
そ

の
源

を
発

し

て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

 

保

孝

の
二
男

で
あ

る
桜
井

友

二
郎

は
、

『
ま
し

て
の
屋

の
記

』

(況
斎
叢

書

第

六

五
冊
)

に
お

い
て
、

保
孝

が

「
ま
し

て
」

と

い
う

言
葉

を
常

日

頃

心

に
掛

け
て
生

活

し
、
自

ら
ま

し

て
の
屋
、

さ
ら

に
そ

れ

に
漢
字

を
あ

て

て
況

斎

と
名
乗

っ
た
と
述

べ
、

さ
ら

に
そ

の
謂
れ

を
次

の
よ

う

に
語

る
。

 

 

そ

も
そ
も

こ

の
ま
し

て
と

い
ふ
事

は
、

中
む

か
し
近

江

の
国

に
ひ
と

 

 

り

の
お
き

な
あ

り

て
、

み
る

こ
と
き
く

こ
と

に

つ
け

て
、

つ
ね

に
ま

 

 

し

て
と
な

ん

い
ひ
た

り
け

る
と

か
や
。

こ
は
お

の
れ

に
く

る
し

み
あ

 

 

る
時

は
、
か

の
地

獄

の
く
る
し

み
は
ま

し
て

い
か
な
ら

ん

と

お
も

ひ
、

 

 

お
の
れ

に
た

の
し

み
あ

る
時

は
、

か
の
浄

土

の
た

の
し

み

は
ま
し

て

 

 

い
か
な
ら

ん

と
、
す

べ
て
何

事

に

つ
け
て
も

か
く

さ
ま

に
お
も
う

也

 

 

け

り
。

こ

の
事

鴨

の
長
明

が
発

心
集

を
は
じ

め
、
林

氏

の
遜

史
、

草

 

 

山

の
隠
逸

伝

ら

に

つ
き
ぐ

み
え
た

れ
ば
、

く

は
し
く

は

そ

の
ふ

み

 

 

ひ
ら
き

て
し

る

べ
し
。
父

君

は
や
く

よ
り
此

を
ち

の
事

を

深
く

め

で

 

 

お
も
し
給

ひ

て
、
そ

の
屋

に
名

を

か
く

は
お
は

せ
給

ひ

つ
る
也

け
り
。
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こ

こ
に
明
ら

か
な

よ
う

に
、
何
事

に

つ
け

て
も

「
ま

し
て
」

と
考

え

て

往
生

を
願

う
翁

の
話

で
あ

る

『集
』

の
第

二
六
話

「
江
州

増
嬰

事
」

に
、

彼

の
号

の
由

来

を
求

め
る

こ
と
が

で
き

る

の
で
あ

る
。
但

し
、
況

の
字

は
、

『集

』

直

接

で

は

な

く
、

む

し

ろ
、

「
和

語

麻

志

天
者

。

況

之

謂
也

」
、

「俗

語
之
増

者
。

況
之
字

之
義

」

の
語

を
も

つ
、
先

に
書

名

の
挙

が

っ
た

『扶

桑
隠
侠

伝
」

・

『本

朝

遜
史
』

等

に
よ

る

の
か
も

し
れ
な

い
。

し

か

し
、

保
孝

の
生
涯

を
通

じ

て
の

「処

世

の
哲
学

」

の
淵
源

と

し

て
、

『
集
』

の
持

つ
彼
自

身

の
中

で
の
意

味

は
、
存
外

大

き

い
こ
と
は
了
解

で

き
よ
う
。

保

孝

は

い
か
な

る
心

持

ち

で
、

『集

』

を

読

み
、

か

つ

『
考

』

を
著

し
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

 

さ

て
、

保
孝
手

沢

と
思

わ
れ

る

『
集

』
版
本

が
存

在

す
る
。

以
下

、

そ

の
版
本

が
、
果

た
し

て

『考

』
を
著

述

す

る
際

に
用

い
ら
れ

た
も

の

で
あ

る

の
か
ど
う

か
の
確
認

を
し

つ

つ
、
そ

こ

に
記
さ

れ
た
様

々
な
書

入
、
数

多

く

の
圏
点

や
、

不

審
紙

な

ど

を

た
ど

り

な
が

ら
、

『
考
』

が

い
か
な

る

過

程
を
経

て
作

ら
れ

て

い

っ
た

か
を
見

て

い
き
た

い
。

 
取
り
上
げ
る
の
は
、
慶
応
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
、
「慶
安
四
辛
卯

歳
仲
春
/
中
野
小
左
衛
門
刊
行
」
の
刊
記
を
持
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
慶
安
四

年
刊
本
で
あ
る
。
八
巻
四
冊
標
色
表
紙
、
表
紙
左
肩
子
持
刷
題
簸

「長
明

発
心
集

]

(～
四
)」
。
各
冊
最
初
の
丁
に

「高
橋
義
雄
氏
遺
書
/
令
嗣
忠

雄
氏
寄
贈
/
昭
和
十
三
年
三
月
中
旬
/
慶
應
義
塾
図
書
館
」
の
朱
方
印
。

多
く
の
書
入

・
圏
点
が
あ
り
、
不
審
紙
も
数
多
く
貼
付
さ
れ
、
第

一
冊
巻

末
余
白

に

「巳
亥
灌
仏
前
二
日
読
了
況
斎
」
、
第
四
冊
巻
末
余
白
に

「
巳

亥
四
月
望
読
了
況
斎
」
と
い
う
識
語
が
朱
書
き
さ
れ
る
。
こ
れ
を
岡
本
保

孝

況
斎

の
手

と
す

る
と
、

生
存

時

で
は

「
巳
亥

」

は
天
保

十
年

(
一
八

三

九

年
)

に
あ

た
り
、

当
時

四
十

三
歳

で
あ

っ
た
保
孝

が

四
月

六
日

に
第

一

冊

(巻

一
、

二
)

を
読

了
、

さ
ら

に
同
十

五

日

に
全

巻
を

読

み
終

わ

っ
た

こ
と

に
な

る
。
九

日
間

で
、
第

二

二

二
・
四
冊

を
読

了

し
た
計

算

と
な

り
、

各

冊

三
日
と

す

る
と
四
月

三

日
頃

か
ら

読

み
始

め
た

の
だ

ろ

う

か
。

 

さ

て
、

『況

斎
著
述

年

譜
』

(静
嘉

堂
文

庫
蔵

況
斎

雑
著

第

一
〇
九

冊
、

国

会
図

書

館
蔵

況

斎

叢
書

第

六

五
冊

)

に

は
、

『考

』

は
安

政

五

(
一
八

五
八
)

年

に
、

『
朗

詠
考

』

・

『
徒

然
草

考

』

な
ど

と

と
も

に
、

著

述

し

た
も

の
と
記

さ
れ

る
が

、
と

す

る
と
、

況
斎

が

こ
の

『集

』

を
読

ん

で
、

十

九
年

と

い
う
長

い
歳

月

の
後

に

『
考

』
を
書

い
た

こ
と

に
な

る
。

こ
の

年

月

の
隔

た

り

に
関

し

て

は
後

述

す

る
こ

と
と
し

て
、
果

た

し

て
保

孝

が

『
考
』

を
著
作

す

る

に
際
し

て
用

い
た

『集

』

は
、

こ
の
版

本
そ

の
も

の

で
あ

る
か
ど

う

か

の
確

認
を

し

て
お
き

た

い
。

 

保
孝

が
手

に
し

た

と

思
わ

れ

る

『
集
』

は
、

『考

』

に
記

さ
れ

る
丁

数

な
ど

か
ら
、
慶

安

四
年

刊
本

で
あ

る

こ
と

は
間
違

い
な

い
が

、
引

用

さ
れ

た
本

文

の
様

相

を
見

て
お

き
た

い
。

『
考

』

で

は
、

そ

の
用

い
た

『集

』

版
本

に
幾

つ
か

の
版
欠

け

の
あ

っ
た

こ
と

を
指
摘

す

る
。

こ

こ
で
は
、

そ

の
代
表

的

な
例

を
挙
げ

る
。

 
 

A

(巻

五
)

イ
ブ

セ
ク
心

口

(
一
字

分
空
格

)
無

六
ウ

 
 

 
 
 
 

 
 

此

本
磨

滅

シ
タ

リ
初
搦

本

ミ

ル
ベ

シ

 
 

B

(巻

五
)

悲

ミ
寝

テ

モ
廿
四
ウ

 
 

 
 
 
 

 
 

此

本
磨

滅

シ

テ
悲

ノ
字

半
壊

シ
タ

ル
也

 

A

で

は

「
心
」

の
次

の
字

が
欠

け

て

い
る
が
、

そ

れ

に
対

し
初

印
本

を

見

て
確

認

す

べ
き
旨

を

記

す
。

ま

た

B

で
は
、

「
悲
」

の
字

の
下
半

分

が

欠

け

て

い
る

と
指

摘

す

る
。

そ

し

て
、

同

版

本

で

は
、

A

の
部

分

で
は

一2一



「
心
口
無

」

と

】
字
分

の
空

き
が

あ

り
、
B

の
部

分

で
は

「
非

ミ
」

と

ル

ビ

の

「
シ
」

と

「
悲
」

の
下

半

分

が
欠

け

て

お

り
、

『
考
』

の
指

摘

通

り

な

の
で
あ

る
。

ち

な

み

に
、

「
八
巻

之
内

/

西
喜

/
明

暦

三

天
南
呂

上
潮

求
之
」

と

い
う
墨
書

が
あ

り
、

早
印

に
属

す
る

と
思

わ
れ

る
青
森

県
立
図

書

館

工
藤

文
庫

蔵

『集

』
慶

安

四
年
刊

本

(八
巻

八
冊

、
標

色
表

紙
)

で

は
、

そ
れ
ぞ

れ
A

は

「
心

ヱ
」
、

B

は

「
悲

ミ

」

で
あ
る
。

 

そ

の
他
、

「
ヲ
」

が
欠

け

て

「
ノ
」

と
な

っ
て

し

ま

っ
て

い
る
例

「
ノ

ハ
リ

ノ
言

 

 
終

ノ
詞
也

ノ

ハ
ヲ

ノ
ア

ヤ

マ
リ

也
」

(巻

二
)
、

「
シ
」

の

最
初

の
点

が
欠

け

た
た

め
に

「
レ
」

と
な

っ
て
し
ま

っ
て

い
る
例

「
此

女

ノ

ッ
カ

ヒ

レ
 

 

レ

ハ
シ
ノ

ァ
ヤ

マ
リ
」

(巻

五
)
、

「
キ
ト

見

レ

ニ

レ

ハ
シ

ノ
誤
欲

」
〈
巻

六
〉
等

々
、
版

欠

け

に

つ
い
て

は
、
全

て
こ

の
版

本

の
状
態

と
合

致
す

る
。

こ
れ

ら
も

、
青
森

県
立

図
書

館

工
藤
文
庫

蔵
本

に
お
い
て
は
、

「
ヲ

ハ
リ

ノ
言
」
、

「
此

女

ノ

ツ
カ
イ

シ
」
、

「
キ

ト
見

シ

ニ
」

で
あ

り
、
版
欠

け

と
確

認

さ

れ
る
。

 

次

に
、
版
本

に
付

さ

れ
た
書

込
や

圏
点

・
不

審
紙

と

『考

』

と

の
記

述

の
関
係

を
、
巻

一
、

二

か
ら
幾

つ
か
見

て
お
き

た

い
。

ま
ず

、
校

語

と
覚

し
き
書

入
等

に

つ

い
て
、

巻

一
、

二

の
例

を

『
考
』

の
記
述

と
版

本

の
当

該
部
分

を
表

に
し

て
示

す
と
下

段

の
表

の
よ
う

に
な
る
。

 

表

下
段

版
本

に
お

い
て
、

C

で

は
、

「
サ

イ

ナ

ム
」

と
読

む

べ
き
旨

を

示

し
、

D

で
は

「
云

カ
ピ

ア

ル
」
、

E

で
は

「
ウ
ケ

ヒ

キ
」

と
あ

る

べ
き

と

の
判

断
を

示
す
。

F

で
は

「
思
」

の
字

の
上

に
脱
字

の
可
能
性

を

示
唆

す

る
。

G
、

H
は

「
メ
」
、

「
タ

」
が

そ
れ

ぞ
れ

文
脈

か
ら

「
ミ
」
、
「
ク
」

で
は
な

い
か
と
す

る
が
、

こ

れ
ら

は
上
段

に
示

し

た

『考

』

の
同

一
箇

所

の
記

述

と
軌

を

一
に
し

て

い
る
。
同

様

の
例

は
他

の
巻

々

に
も
数
多

く
見

受

け
ら
れ
、

こ
れ

ら
版
本

の
書

入

と

『考

』

は
明

ら

か
に
関
連

し

て

い
る

『
考』

の
記
述

版
本
の
書
入
等

C

巻
一

ハ

シ

タ
ナ

ク

イ

サ
ナ

ム
+
ウ サイナムノアヤマリ

也

巻
一
、十ウ

 

 

 

 

欲   、    、    
、 
  
 、

ハ
シ
タ
ナ

雪
ム

(
圏
点・

転
倒
符
!

豪」)

D

巻
一

左
様
ノ
方
二

云
カ
ヒ
ナ
キ
者
ヲ
廿
九
オ カヒアルトアルベシ古事談ニ ハ物二心得タル雑色ヲトアリ

巻
一
、廿九オ

 

 

 

 

 

ア
ル歌左様ノ方二云カヒナキ

者
ヲ     監    P、 (見消・「アル欲」)

E

巻
二

若

ウ

チ
ヒ

キ
ニ
ウ  ウケヒキ

ナ
ル
ベ

シ

巻
二
、ニウ

 

ケ
欲ウチヒ

キ (「ケ欲
」)

F

巻
二

切
々
二
云
ケ
レ
バ

思
ナ
ガ
ラ
ニ
オ  思ノ上二脱字アルベシ

巻
二
、ニオ

切
々
二
云
ケ
レ
バ
○
思
ナ
カ
ラ     脱字敦 (圏識・「脱字欲」)

G

巻
二

 

 

 

 

 
十
三
オアヤシメテ  メハミ歌

巻
二
、十三オ

 

 
ミ
軟アヤシメテ  、 (圏点

・

「
ミ

欲
」)

H

巻
二

オ

モ

タ

見
ユ

ル
+
三
ウ  タハク歌

巻
二
、十三ウ

 

 

 

 
ク
カ心ザシハヲモタ

見
ル    ビ (見消・「クカ

」)

と
言

え

よ
う
o

 

さ
ら

に
、

『
考
』

で
引

用

し
た

部
分

に
は
、

そ

の
過

半

の
箇

所

が
、

版

本

に
お

い
て
書

入
、
圏

点

、
不
審

紙

な
ど

の
な

ん
ら

か

の
注

意

の
跡
が

確

認

で
き

る
。

た
と
え
ば

、
序

の
部
分

に
例

を
採

れ
ば
、

『
考

』

に
は
、

 
 

1
 

心

ノ
師

ト

ハ
成

ト

モ

 
 

 
 

 
往
生

要
集

中
末

 
常

為

心
師

、
不

師
於
心

 
 

J

 
野

ソ
ト
モ
ノ
カ

セ
ギ

 
 

 
 

 
外

面

ノ
鹿

ナ
リ
、

野

ノ
字
、

別

二
云

ベ
シ
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と
考

察

す

る
が
、

1

で
は
版
本

「
心

ノ
師

ト

ハ
成

ト

モ
心

ヲ
師

ト

ス
ル
事

ナ
カ

レ
」

(巻

一
、

一
ノ
ニ
オ
)
、
J

で
は
同

じ
く

「
野
ノ

カ
セ
ギ

」

(巻

一
、

一
ノ

ニ
オ
)

と
圏
点

が
付

さ

れ

て
い
る

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な
例

は
、

全

巻
を

通
じ

て
枚
挙

に

い
と

ま
が
な

く
、
版

本

と

『
考
』

の
意
識

に
は
明

ら
か

に
連

動

す

る
も

の
が
見
受

け
ら

れ
る
。

同
様

の
例

で
言
え
ば

、
保

孝

自

筆

で
あ

る
静

嘉
堂

文
庫

本

『
考
』
に
は

記
載

の
あ

る
「
伝

へ
取

+
五
ウ

詞

ト

・
ノ

ハ
ズ

」

(巻

二
)

と

い
う

一
項
が
、

国

会

図
書
館

蔵

本

(況
斎

叢

書

第

一
九
冊

)

で
は
写

し
落

と
し

て

い
る
が
、
版
本

の
同

箇
所

「
伝

へ
取

給

へ
」

(巻

二
、
十

五

ウ
)

に
は
、

不
審
紙

が

貼
付

さ

れ

て
お

り
、

そ

の

点

で
も
、
保

孝
自
身

の
意

識

に
即
し

た
も

の
で
あ

る
と
見

る

こ
と
が

で

き

る
だ

ろ
う
。

 

以

上

の
よ

う

に
、

『
考
』

の
引

用

す

る

『集

』
本

文

と
同

版
本

本

文

と

の
合
致

、
書

込
等

と

の
密

接

な
関
係

、
不
審

紙

そ

の
他

の
注
意

と

『
考
』

の
そ

れ
と

の
関
連
等

々
か
ら
考

え

て
、

こ
の
慶
応

大
学

図
書
館

蔵
慶

安

四

年

刊
本

を
、

岡
本
保

孝

が
実

際

に
天

保
十
年

に
読

了
し
、

そ

の
後
安

政

五

年

に

『
考
』

を
著

す

に
際
し

て
利
用

し
た

と
見

て
誤
り

な

い
だ

ろ
う

。

 

次

に
、
天

保
十
年

と
安

政

四
年

と

の
十

九
年

と

い
う
年

月

の
隔

た
り

に

つ
い
て
、
保

孝

の
他

の
著

作

と

の
関

わ

り
か
ら
考

え

て
み
た

い
。

二

 

 

こ
の

『集

』
版

本

の
書
入

や

『考

』

の
記
述

に
は
、

保
孝

の
そ

れ
以
前

の
著

作
が

い
く

つ
か
利

用

さ
れ

て

い
る
。

そ

の

一
つ
に

『古
事

談

考
証

』

(況
斎

叢
書

第

五

二
冊

)

が
あ

る
。

同
書

に
は
、
天
保

三
年

七
月

の
識

語

が

あ
り
、

『
況
斎
著

述

年

譜
』

に
よ

れ
ば

、

同
年

三
十

六
歳

時

に
は
他

に

『宇

治
拾
遺

物
語

考
証

』

・

『十

訓
抄
典

故
考

』
等

を
著

し
て

い
る
。

 

慶
応

大
学

図
書

館
蔵

の

『集

』

版
本

で
は
、
第

五

五
話

「中

納

言
顕

基

出

家
籠

居
事

」

の
主
人

公
顕

基

の
子

で
あ

る
俊

賢

に

つ
き

、
巻

五
第

十

七

丁
表

の
欄
上

に
、

「
俊

賢

ハ
顕

基

ノ
父

也
 

十
訓

古
事

談

ナ

ド

ニ
ハ
俊
実

ト

ア
リ
、
尊

卑
分

脈

ニ

ハ
俊
実

ト

云

モ
ノ
ミ

エ
ズ
」
と

の
書

入

が
あ

る

が
、

『考

』

で
も
、

 

 
俊

賢

ハ
不
覚

ノ
モ

ノ

ニ
テ
+
七
オ

 

 

 
俊

賢

ハ
顕

基

ノ
父

ナ
リ
 

十
訓
古

事
談

ナ
ド

ニ

ハ
俊
実

ト
ア
リ

、

 

 

 
但
尊

卑
分

脈

ニ

ハ
俊

実

ミ

エ
ズ

と

ほ

ぼ
同

じ
記

述

を

す
る
。

こ
れ

は
、

以

下

の

『古

事

談

考
証

』

(国

会

図
書
館

蔵

況
斎
叢

書
第

五

二
冊
)

の
記
述

を

承
け

た
も

の
な

の

で
あ

る
。

 

 

俊
実

ハ
不
覚

+
九
オ

 

 

 

コ
レ

ハ
顕
基

ノ
子

ト
キ

コ
ユ
レ
ド
系

図

ニ
ナ

シ
イ
カ

ゴ
、

発
心

集

 

 

 

二
俊
賢

ト

ア

ル

ハ
ア
ヤ

マ
リ
也

、
俊

賢

ハ
子

ニ
ア
ラ

ズ
父

也
、

十

 

 

 
訓

ニ
モ
俊

実

ト

ア
リ

 

『
十

訓
抄

典

故
考

』

(
国
会

図
書

館

蔵

況
斎

随
筆

第

一
〇

冊

)

に

お

い

て

も

「
俊

実
」

に

つ
い
て
は

「
古

事
談

の
考

に
詳

に

い

へ
り

」

と
し

て
、

『古

事
談

考
証

』

に
そ

の
記
述

を
譲

る
。

こ
れ

は
、

こ
の
版

本
を

読

む
段

階

に

お

い
て
、

『古
事

談
考

証
』

が
参

照
さ

れ
、

さ
ら

に
そ

の
ま

ま

『
考
』

へ
と
受

け
継

が
れ

て

い

っ
た
も

の
と
見

る

こ
と

が
出

来

よ
う

。

『古

事

談

考

証
』

に
関

し

て
は
、

『
集
』

第

五

五
話

の
他

出

作
品

に

つ

い
て
、
版

本

巻

五
第

一
六

丁
表
欄

上

に

「
著
聞

四
又

八
 

十
訓

可
存
忠

直

事

 
古
事

談

一
」

と
記
し

、
そ

れ
が

そ

の
ま

ま

『
考
』

に
も
記

載

さ
れ

る
が
、

そ

れ

は

『
古
事

談
考

証
』
の

「
顕
基
中

納
言

+
八
ウ
 

古
今
著

聞
巻

四
又

八
散
見

、

或

復
出

長
明

発
心
集

五

、
又
十

訓
抄

可
存

忠
直
事

文
異

義
同

、
無

罪

云

々

見

十
訓

可
停

懇
望
事

、

袋
草

子
三
、

徒
然

草
」

を
参
照

し

た
も

の
と
思

わ
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れ

る
。
版
本

に
記

さ
れ

る
天
保

十
年

以
前

の
著
作

の
記

事

が
、

そ

の
ま
ま

書

き
入

れ
ら
れ
、

同
時

に
そ

の
ま

ま

『
考
』

へ
と
受

け
継

が
れ

て

い
る
例

は
、

『十

訓
抄

典

故
考

』

に

お

い
て
も
、

特

に
出

典

・
他

出
作

品

注
記

に

数
多

く

見

受
け

ら
れ

る
。

出
典

注

記

に

つ
き
、

『
今

昔
物

語
出

典

考
』

と

の
関

係

も
考

え

な

け
れ
ば

な

ら

な

い
が
、

「
安
政

庚

申

(稿
者

注

、
安

政

七

〈
一
八
六
〇

〉
年
)

花
朝
後

一
日

の
夜

燈
火

下

に
し

る
す
 

ま
し

て

の

屋

の
主

人
」

と
序

に
記

さ
れ

る
、

『
況
斎

著

述
年

譜
』

に
言

う
再

治

の
も

の

(国
会

図
書
館

蔵
況
斎

叢
書

第
九

冊
)

し

か
確

認

し

て
お
ら
ず

、

そ

の

記
述

が

ど

の
時
点

の
も

の
で
あ

る

か
確
認

で

き
な

い
た

め
、

こ
こ

で
は
省

略

す
る
。

 

『
考
』

と

の
関
係

に
お

い
て
見
過

ご
す

こ
と

の

で
き
な

い
も

の

に

『
言

霊
』

が
あ

る
。

『
言
霊
』

は
、

『
況
斎

著
述
年

譜

』

に
よ
れ
ば

『考

』

の

二

年
前

の
安
政

三
年

に
書

か

れ
た
、

『
源

氏
物

語
』

を

始

め
と

す

る
古
典

作

品

か

ら

の
多

数

の
用

例

を
引

く
辞

書

で

あ

る
。

『考

』

が

『
言
霊

』

に
直

接

言
及

す
る
箇
所

が
あ

る
。

 
 

是

ヲ
ヰ

シ
ト
思

ヒ
ナ

ラ

バ
セ
ル

ニ
+
六
ウ

 
 

 

ヰ

シ

バ
ヨ

シ
ノ
誤
歌
、
イ

ミ
ジ
敦

、
又

ハ
イ

シ

ニ
テ
褒

ム

ル
詞

歌
、

 
 

 
言

霊

二
詳

ニ
イ

フ

 
版

本

で
は
、

「
是

ヲ
ヰ

シ
ト
思

ヒ
ナ

ラ

バ
セ

ル
」

(巻

五
、

二
十
六

ウ
)

の
よ
う

に

「
ヰ
」

の
部

分

に
圏

点

が
付

さ
れ
同

時

に
不
審

紙
も

貼
付

さ

れ

る
が
、
先

の

『古

事
談

考
証
』

の
例

の
よ
う

な
具
体

的

な
書
入

は
な

い
。

『
言
霊
』

で
は
、

「
い
し
」

の
語
義

を
考
察

し

、
そ

の
用
例

と
し

て
、

『古

事

記
』

や

『
今
昔

物
語

集
』
等

を
引

用

し
た
後

に
、

 
 

○

発
心
集

五
廿

六
ウ

云
、

一
二
町

ヲ
作

リ

ミ
テ
タ

ル
家

ト

テ

モ
、
是

 
 

ヲ
イ

シ
ト
思

ヒ
テ
ナ

ラ

バ
セ

ル
人

目

コ
ソ

ア

レ
、

イ

シ

バ
賞

ス
ル
意

 

 
歌
、

版
本

ニ
ヰ

シ
ト

ア

レ
ド
今

改
引

ス
、

又
イ

シ

ニ

ハ
ア

ラ
デ

イ
ミ

 

 
ジ

ノ
脱
文

軟
、

又

ヨ

シ
ノ

ア
ヤ

マ
リ
歌

、
猶

ヨ
ク
考

ベ

シ
、

今
姑

ク

 

 

イ

シ
ト
定

ム

 

と
、

同
部

分

を
引

い
て
考

察

す

る
。

『考

』

の

「
言
霊

二
詳

ニ
イ

フ
」

と
は

こ
れ
を

下
敷

き

に
し
た
も

の

で
あ

ろ
う

。
先

の

『
古
事

談
考

証
』

と

は
違

い
、

版
本

に
考

察

が

記

さ
れ

な

い
の
は
、

『
言
霊

』

が

天
保

十
年

以

降

に
な

っ
た
も

の
で
あ

る
こ
と

に
よ
る

と
考

え

る
。
榎

一
雄

氏

に
よ

れ
ば
、

『
言
霊
』
は
保
孝

の
最

晩
年

ま
で
修
訂

増
補

さ

れ
続
け

た
も

の
で
あ

る
が
、

『
言
霊
』

の

「
い
し
」

に

つ
い
て

の
記

述

を
承

け
た

『
考
』

の
記

事

は
、

自

筆
稿
本

に
お

い
て
も
当
初

か
ら
書

か
れ

た
も

の
と
見

る

こ
と

が

で
き
、

安

政
五
年

以
前

の
も

の
と
考

え

て

い

い
だ

ろ
う
。

 

そ

の
他

『考

』

に
は
、
第

六
話

「高

野
南

筑
紫

上
人

出
家

登
山

事

」
中

の

「
階
」

と

い
う
字

に

つ
き
、

「
此

ノ

国

二
階

ヘ
ル
+
六
オ

譜

ノ

ア

ヤ

マ

リ
歌
可

考
、

サ

レ
ド
観
経

玄
義

分

ニ
モ
カ

ヨ
ウ

ニ
ョ
メ

ル
処

ア

レ
バ
、

オ

ノ

レ
別

考

ア
リ
」

と
す

る
記
述

や
、
第

三

二
話

「
書
写

山
客

僧

断
食

往
生

事

不

可
諺

如

此
行

事
」

中

に
名

の
挙

が

っ
た
善

導

に
関

し

て
、

「
彼
善

導

和

尚

ハ
念

仏

ノ
始
祖

ニ
テ
云

々
+
四
オ

コ
ノ

一
段
大

ニ
ア
ヤ

マ
レ
リ
、

オ

ノ

レ
別

二
弁

ア
リ

」
と

い
う
他

の
著

作
物

と

の
関
連

を
思

わ

せ
る
言

葉
が

あ

る
。

こ
れ
ら

は
、
先

の

『言

霊
』

と
同

じ

よ
う

に
、
版

本

に
圏
点

等
以

外

に
は
具
体

的
な
記

述

は
な
く

、
天

保
十
年

以

降

の
も

の
と
関

係
が

あ

る

と
も
思

わ

れ
る
が
、

詳
細

は
未

詳

で
あ

る
。

 

こ
の
よ
う

に
、

版
本

と

『考

』

で
は
、

保
孝

の
他

の
著

作

と

の
関

わ

り

に

つ
き
、

そ
れ
ら

を
両
者

と
も

に
ほ
ぼ
同

様

に
受

け
継

ぐ

も

の
と
、

両
者

間

に
微
妙

な
差

異
を
見

せ

る
も

の
と
が
あ

る
。

そ

れ
は
、

一
つ
に
は
そ

の

著
作

が
天

保
十
年

を
境

に
し
て
、

そ

れ
以
前

に
出
来

た

も

の
か
以

降

の
も
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の
で
あ

る

の
か

に
よ
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

そ

こ
に
最
初

に
述

べ
た

十
九

年

の
隔

た
り

の

一
端

を
見

る

こ
と
が

で
き
る
だ

ろ
う

。

 
次

に
、
両
書

に
お
け

る
同
類
話

や
和

歌
等

の
出
曲
ハ
・
他

出
作

品

の
注
記

に

つ

い
て
付

言
し

て

お
き
た

い
。

 
先

述

の
よ

う

に
全

く
同

じ
記
述

の
も

の
も

あ
る

が
、
全

体

の
傾
向

と

し

て
は

『
考
』

の
方

が
、
数

多

く
の
書
名

を
挙
げ

る
。

例

え
ば
、

第
七

一
話

「宝

日

上
人

詠
和
歌

為
行

事
井
蓮
如
参
讃
岐
崇
徳
院
御
所
事
」

中

の

「明

ヌ
ナ

リ
」

の
和
歌

に
対

し
、
版

本

で
は
巻

六
第

二
十

丁
裏

欄
上

に

「
後
拾

遺
雑

三
」
と

記
す

が
、

『
考
』

で
は

、
「
撰
集

抄
第
十

二
条

広
本

}
下

第
十

二

後
拾

遺

雑

三
け

ふ
も
は

か
な
く
 

撰
集

 
円
松

法
師

」

と
多
く

な

る
。

ま

た
同
話

の

「夜

モ
ス
ガ

ラ
」

の
和

歌

に
対
し
、

版
本

巻
六

第

二
十

一
丁
裏

欄

上

に

「
今
昔

第

四
十

一 

世
継

物
語

第
三
十

一 

十
訓

一
第

十
」

と
記

す
が
、

『
考

』

で

は
、

そ
れ

以
外

に

「後

拾
遺

哀

傷

栄

花
鳥

辺
野

悦

目

抄
」
を
補

っ
て

い
る
の
で
あ

る
。

『続
古

今
和

歌
集

』

『和

漢
朗

詠
集

』

・

『
元
亨
釈
書

』

・
『
宇
治

拾
遺
物
語

』

・
『
本
朝
文

粋
』

・

『本

朝
遜
史

』

・

『
撰
集

抄

』

・

『悦

目

抄
』

等

が
、

『考

』

に

の
み

示

さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
幾

つ
か
は
、
単

に
資
料

が
手

元

に
資

料

が
な

か

っ
た
た

め

に
記

さ
な

か

っ
た

と

い
う

物

理
的

原
因

に
よ
る
も

の
も
あ

ろ
う

が
、

版
本

読

了
以

降

『考

』
執

筆

の
間

に
そ

の
関

連

に
気

づ

い
た

も

の
も
あ

る
だ

ろ

う
。
先

に

『古

事
談

考
証

』

に
お

い
て
見

た
よ
う

に
、

そ
れ

ま

で
の
著
作

を
参
照

し

て

い
る
こ
と

か
ら
考

え

て
も
、

む
し

ろ
様

々
な
資
料

を
手

元

に

置

き

つ
つ
読

ん

で

い

っ
た
形
跡

が
あ

り
、
そ

の
よ

う
な
原

因

で
記
す

こ
と

を
た

め
ら

っ
た
と

い
う
例

は
、
案

外
少

な

い
か
も
知

れ

な

い
。

三

 

 

再
度

、
当
該

版
本

と

『考

』

の
意

識

の
差
異

に

つ
い
て
考

え

て

み
た

い
。

版

本

の
状

況

を
見

て
み

る
と
、

『
考
』

の
側

か
ら

見

れ
ば

、
先

に
述

べ
た

よ

う

に
、

そ

の
過
半

に
当
該

版
本

に
何

ら

か
の
注
意

の
跡

が

見

受
け

ら

れ

る

の

で
あ

る

が
、
逆

に
版
本

の
側

か
ら

す

れ
ば

、

『
考

』

の
記

述

に
直

接

関

係

の
な

い
箇

所

に
も
数

多

く

の
圏

点

、

不
審

紙

が

付

さ

れ

て

い
る
。

『考

』

に
記
載

が

あ
り
な

が
ら
、

版
本

に
な

ん
ら

の
注
意

の
跡

が
記

さ

れ

な

い
の
は
、

一
つ
に
は
先
述

し
た

よ
う

に

こ
の
版
本

を
手

に
し

た

の
が

天

保

十

(
一
八

三

九
)

年

で

あ

り
、

『
考
』

が

著

述

さ

れ

た

の

が

安

政

五

(
一
八

五
八
)

年

で
あ
る

と

い
う

、
年
月

の
隔

た

り

に
よ

る
も

の
も

あ

る

だ

ろ
う

し
、

ま
た

そ

の
間

な

い
し

は
そ

れ
以
降

に
不
審
紙

な

ど

が
落
剥

し

て
し

ま

っ
た

も

の
も
あ

る

だ

ろ
う
。

し

か

し
、

こ

の
版

本

に
、

『
考
』

の

意
識

と

は
、
全
く
関

係

の
な

い
圏
点

・
不
審
紙

が
付

さ
れ

て

い
る

こ
と
は
、

い
か
な

る

こ
と

に
よ
る

の
で
あ

ろ
う

か
。

 

そ
れ

に

つ
い
て
、

一
つ
の
解
答

を
示

し

て
く

れ
る

の
が
、

先

に
も

言
及

し

た

『
言
霊
』

で
あ
る
。

そ

こ
に
引
用

さ

れ
る

『
集
』

の
本

文

は
、

八
〇

箇
所

以

上

に
及

ぶ

が
、
そ

の

一
箇

所
を
除

く

す

べ
て

の
部

分

に
、

こ

の
版

本

で
は
、

何

ら

か
の
圏
点
、

不
審

紙
が
付

さ

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

さ

ら

に
、
そ

の
用
例

の
ほ
と
ん

ど
す

べ
て
が

『考

』

に
引
用

さ

れ

る
部
分

と

は

重

な

ら
な

い
。

『言

霊
』

著
述

の
際

に
も

こ
の
版
本

は
利

用

さ

れ
、

そ

の

と

き

に
幾

つ
か

の
圏
点

な

ど
が
付

さ

れ
て

い

っ
た

の

で
あ

る
。

つ
ま
り
、

天
保

十
年

に

一
度
読

了

さ
れ
、
後

に

『
考
』

を
書

く
際

に
用

い
ら

れ
た

と

い
う
だ

け

で
は
な

く
、

そ
れ
以
外

の
著

作

の
際

に
も
、

ま

た

こ

の
版

本

が

用

い
ら

れ
た

の
だ

と
言

え
よ

う
。

そ

し

て
、

『考

』

と

は
直

接
、

結

び

つ
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か
な

い
さ

ま
ざ

ま
な
圏

点
等

は
、

そ

の
際

に
付
さ

れ
た
も

の

で
あ

る

と
知

れ

る
の

で
あ

る
。

そ

し
て
、

そ

の
よ

う
な
作

業

は

『
考
』

執
筆
以

前
ば

か

り

で
は

な
く
以

降
も
続

け

ら
れ

た

に
違

い
な

い
。

た
だ

そ
れ

に
よ

っ
て
、

版
本

か

ら

『考

』
を

見
た

場
合

と

『考

』

か
ら
版

本
を

見
た
場
合

で
は
、

二
者

の
距
離

が
甚

だ
違

っ
た
も

の

に
思

え

る

こ
と
も
ま

た
事
実

で
あ

る
。

 
最

後

に
、
増

翁

に
対

す

る
記
述

に

つ
い
て
述

べ
て

お
き
た

い
。

此

の
翁

に
関

し

て
版
本

、

『考

』

と

も

に
特
別

の
注
意

を

払

っ
た
形
跡

は
見
あ

た

ら
な

い
。

『ま
し

て
の
屋

の
記

』
に
は

、
「
父

君

い
と
わ

か
く

お
は

し
ま
し

》

時
、

こ

の
ま
し

て
と

い
ふ

こ
と

な
ん
、

よ

う
つ

に
わ
た

り
て

つ
ね

に
守

る

に
た
よ

り
よ

か
め

る
と
て
、

か
く
は

そ

の
屋

に
名

づ

け
給

へ
る
な
り

」
と

あ

る
が
、

天
保
十

年
当

時

四
十

三
歳

は

「
い
と

わ
か
く
」

と

は
言

え

な

い

だ

ろ
う

か
ら
、

以
前

か
ら

此

の
話

を
知

っ
て

い
た
も

の
と
思

わ
れ

る
。

ま

た
、

二
、

三

の
例

外

を
除

い
て
著

作
物

に
保
孝

は
自

ら
の
心
中

を
見

せ

る

こ
と
は

な
く
、

こ

こ
で
も

同
様

に
特
筆

は
し
な

か

っ
た
か
。

た
だ
、

同
話

に
対

し
、
版
本

で

は
巻

三
第

二
丁
表
欄

上

に

「扶

桑
隠
供

伝
中

」

と
記
し
、

『考

』

で
は

「
扶
桑
隠

侠

伝
中

巻
 

本
朝

逼
史

三
」

と
記
す
。

も

し
、

こ

れ

を
、
版

本
を

手

に
し
た
時

点

に
お

い
て
は

『扶

桑
隠
侠

伝
』

に
の
み
気

づ

い
て

い
た

こ
と
を

示
す

も

の
と
す

る

と
、

「麻

志
天
之

屋
」

・

「
況
斎

」

と

い
う

号
は
、

直
接

に
は

『扶

桑
隠

侠
伝

』

に
よ

っ
た
も

の
で
あ

る
と
見

て

い
い
か
も

し
れ

な

い
。

 

以
上
、
慶

応

大
学
蔵

の
慶

安

四
年
刊

本

を
中
心

に
、
岡
本
保

孝

の

『
考
』

に

つ
い
て
考
察

し

て
き
た

。

そ

の
版

本

に
記

さ
れ
る
様

々
な
書

入

・
不
審

紙

な

ど

の
状

況

か
ら
見

て
、

『
考
』

と

の
差

異

を
も
含

め

て
、
保

孝

が
実

際

に
執
筆

の
時

に
用

い
た
も

の
で
あ

る
と
考

え

る
。

『集

』

に

つ

い
て
、

先

に
見

た

よ
う

に

『
古
事

談
考

証
』

や

『
十

訓
抄
典

故
考
』

等

に
言
及

す

る
以
上

、
天

保
十
年

は
じ

め
て
そ

れ
を
目

に
し

た

の
で
は

な

い
だ

ろ
う
。

し

か
し
、
繰

り
返

し

に
な

る
が
、

こ

の
版

本

を
手

に
し
て

十
九
年

と

い
う

長

い
歳

月

の
後

に
わ
ず

か
三
十
丁

足
ら
ず

の

『
考
』

を
著

し

た
、
保

孝

の

気

の
長
さ

と

い
う

か
そ

の
周

到

さ

に
は
や
は

り
驚

か
さ
れ

る
。

勿
論

そ

れ

は
、
保

孝

の
最

も
力

を
注

い
だ
分

野

で
は
な

い
と

い
う

こ
と
も

一
因

と
考

え
ら

れ

よ
う

。

し

か
し
、

む
し

ろ

「
ま
し

て

の
屋
」

「
況

斎
」

と

い
う
号

の
淵

源

で
あ

る

『
集
』

に
対

す

る
、
保
孝

自
身

の
特
別

な

感
情

が

そ
う

さ

せ
た

の
だ

と
考

え
た

い
。

注
(1
) 

「
帝
国
文
学
」

(第
二
巻
第
八
号
 

一
八
九
六

・
八
)

(2
) 

簗
瀬

一
雄

氏

『校
註
鴨

長
明
全
集
』

(
一
九

八
〇

・
五
 

風
間

書
房
)

を
参

 

 

照

し
た
。

ま
た

『集
』

の
説
話
番
号
は
、
同
書

に
よ
る
。

(3
) 

引

用

に
際
し

て
は
、
句

読
点
濁
点
は
私

に
補

い
、
明
ら
か
な
誤
写

と
思
わ
れ

 

 

る
も

の
は
私

に
訂

し
た
箇

所
が
あ

る
。

『ま

し
て
の
屋
の
記
』

の
引
用

に
関

し

 

 

て
は
、
榎

一
雄

氏

「岡
本

保
孝

の

こ
と

(上
)
-

東
洋

文
庫

所
蔵

の
特
殊

本

 

 
 
(そ
の
四
)
-

」

(東
洋
文
庫
書

報
第
八
号
 

一
九
七
七

・
三
)
を
参
照
し
た
。

(
4
) 

濱
中

修
氏

「増
之
翁
課

の
展
開

1

『発
心
集
』
か
ら

『
鷲
林
拾
葉
紗
』

へ
」

 

 

(沖
縄

国
際
大

学
文

学
部
紀
要

(国
文
学
篇

)
第

一
六
巻
第

一
号
 

一
九
八
七

・

 

 

一
〇
)
は
、

『集
』
が

こ
の
説
話

の
初
出

と
す
る
。
廣

田
哲
通
氏

「
『法
華

経
常

 

 

不
軽
菩
薩
品

第

二
十
が
生

む
説
話
 
ー

『閑
居
友
』
上
巻
第

九
話
を
基
点

と
し

 

 

て
ー

」

(『中
世
仏

教
説
話

の
研
究
』 

一
九

八
七

・
五
 
勉

誠
社
)

は
、

こ
の

 

 

説
話
を

『法
華
経
』
常
不
軽
菩
薩

品
第

二
十

に
よ

っ
た
も
の

の

一
つ
と
す

る
。

(5
) 

前
掲
注

(3
)
榎
氏
論
文
。

(6
) 

明
暦

三
年

(
一
六
五
七
年
)
は
、
慶
安
四
年

の
六
年
後

に
あ

た
る
。
西
喜
と

 

 

い
う
人
物

に
つ
い
て
は
未
詳
。

(
7
) 

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本

『言
霊
』

に
よ
る
。

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

(や

ま

べ
 

か
ず

き
)
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